
２２ 国家資格と学位との関係（主なもの）

分野 資格 取得した学位 学位取得による試験科目免除条件等 （参考）根拠法令

○ 受験資格法曹 裁判官、検察官又 専門職学位

法科大学院の課程を修了した者 → 司法試験法 第４条第１項第１号は弁護士

（国家資格）

○ 短答式による試験免除会計・ファイナンス 公認会計士 博 士

（国家資格） 商学又は法律学に属する科目に関する研究により博士の学位を授与された者 → 公認会計士法 第９条第１項第１号及び第２号

○ 論文式による一部試験免除

商学、法律学又は経済学に属する科目に関する研究により博士の学位を授与された者 → 公認会計士法 第１０条第１項第１号、第２号及び

第４号

○ 短答式による一部試験免除（平成１８年１月１日より）専門職学位

商学に属する科目などに関する研究により修士（専門職）の学位を授与された者 → 公認会計士法 第９条第２項第２号

○ 試験科目の一部免除税理士 修 士

（国家資格） 税法又は会計学に属する科目などに関する研究により修士の学位を授与された者 → 税理士法 第７条第２項及び第３項

※国税審議会の認定が必要

○ 試験科目の一部免除博 士

税法又は会計学に属する科目などに関する研究により博士の学位を授与された者 → 税理士法 第８条第１項第１号及び第２号

○ 試験科目の一部免除専門職学位

税法又は会計学に属する科目などに関する研究により修士 専門職 又は法務博士 専 → 税理士法 第７条第２項及び第３項（ ） （

門職）の学位を授与された者

※国税審議会の認定が必要

○ 論文式による一部試験免除知的財産 弁理士 修 士

選択問題（建築構造、流体力学、制御工学、通信工学、有機化学、薬学、民事訴訟法 → 弁理士法 第１１条第３号

（国家資格） など）に関する分野の研究により修士又は博士の学位を有する者

博 士

○ 選考採用審査認定を受けることができる資格その他 国会議員の政策担 博 士

博士の学位を授与されている者 → 国会議員の政策担当秘書資格試験等実施規程第１９当秘書

（国家資格） 条第２号



分野 資格 取得した学位 学位取得による試験科目免除条件等 （参考）根拠法令

○ 授与資格（１種免許状）教員養成 小学校教諭 学 士

（国家資格） 大学で教科に関する科目８単位以上、教職に関する科目４１単位以上及び教科又は教 → 教育職員免許法 第５条第１項

職に関する科目１０単位以上を修得し、学士の学位を授与された者

○ 授与資格（専修免許状）修 士

１種免許状を取得し、大学院の課程において教科又は教職に関する科目２４単位以上 → 教育職員免許法 第５条第１項

を修得し、修士の学位を授与された者

○ 授与資格（１種免許状）中学校教諭 学 士

（国家資格） 大学で教科に関する科目２０単位以上、教職に関する科目３１単位以上及び教科又は → 教育職員免許法 第５条第１項

教職に関する科目８単位以上を修得し、学士の学位を授与された者

○ 授与資格（専修免許状）修 士

１種免許状を取得し、大学院の課程において教科又は教職に関する科目２４単位以上 → 教育職員免許法 第５条第１項

を修得し、修士の学位を授与された者

○ 授与資格（１種免許状）高等学校教諭 学 士

（国家資格） 大学で教科に関する科目２０単位以上、教職に関する科目２３単位以上及び教科又は → 教育職員免許法 第５条第１項

教職に関する科目１６単位以上を修得し、学士の学位を授与された者

○ 授与資格（専修免許状）修 士

１種免許状を取得し、大学院の課程において教科又は教職に関する科目２４単位以上 → 教育職員免許法 第５条第１項

を修得し、修士の学位を授与された者

○ 授与資格（１種免許状）盲学校教諭、聾学 学 士

大学で特殊教育に関する科目２３単位以上を修得し、学士の学位を有すること及び小 → 教育職員免許法 第５条第１項校教諭又は養護学

学校、中学校、高等学校又は幼稚園の普通免許状を有する者校教諭

（国家資格）

○ 授与資格（専修免許状）修 士

大学院の課程において特殊教育に関する科目２４単位以上修得し、修士の学位を有す → 教育職員免許法 第５条第１項

ること及び小学校、中学校、高等学校又は幼稚園の教諭の普通免許状を有する者

○ 授与資格（１種免許状）幼稚園教諭 学 士

（国家資格） 大学で教科に関する科目６単位以上、教職に関する科目３５単位以上及び教科又は教 → 教育職員免許法 第５条第１項

職に関する科目１０単位以上を修得し、学士の学位を授与された者

○ 授与資格（専修免許状）修 士

１種免許状を取得し、大学院の課程において教科又は教職に関する科目２４単位以上 → 教育職員免許法 第５条第１項

を修得し、修士の学位を授与された者



分野 資格 取得した学位 学位取得による試験科目免除条件等 （参考）根拠法令

○ 受験資格医学 獣医師 学 士

（国家資格） 学校教育法に基づく大学において獣医学の正規の課程を修めて卒業した者 → 獣医師法 第１２条第１項第１号

○ 受験資格医師 学 士

（国家資格） 学校教育法に基づく大学において医学の正規の課程を修めて卒業した者 → 医師法 第１１条第１号

○ 受験資格歯科医師 学 士

（国家資格） 学校教育法に基づく大学において歯学の正規の課程を修めて卒業した者 → 歯科医師法 第１１条第１号

○ 受験資格（平成１８年４月１日から）薬剤師 学 士

（国家資格） 学校教育法に基づく大学において薬学の正規の課程（臨床に係る実践的な能力を培う → 薬剤師法 第１５条第１号

ことを主たる目的とする課程）を修めて卒業した者

○ 受験資格保健師

（国家資格） 文部科学省令・厚生労働省令で定める基準に適合するものとして、文部科学大臣の指 → 保健師助産師看護師法 第１９条第１号

定した学校において６月以上保健師になるのに必要な学科を修めた者

○ 受験資格助産師

（国家資格） 文部科学省令・厚生労働省令で定める基準に適合するものとして、文部科学大臣の指 → 保健師助産師看護師法 第２０条第１号

定した学校において６月以上助産に関する学科を修めた者

○ 受験資格看護師

（国家資格） 文部科学省令・厚生労働省令で定める基準に適合するものとして、文部科学大臣の指 → 保健師助産師看護師法 第２１条第１号

定した学校において３年以上看護師になるのに必要な学科を修めた者


